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25．血栓症に対する薬物治療で誤っているのはどれか。

ａ．ウロキナーゼは 1 日 24 万単位まで保険適応内使用が認められている。

ｂ．ウロキナーゼはプラスミンを生成することによりフィブリンを分解する。

ｃ．ウロキナーゼは心房細動のある患者では原則禁忌である。

ｄ．出血を伴う手技の術前の休薬期間はシロスタゾールに比べてアスピリン

の方が短い。

ｅ．ヘパリンの副作用に著しい血小板減少と動静脈血栓症があり、HIT Ⅱ型

と呼ばれている。




